
 

山梨県資料 

県内の不法投棄の状況と撤去実績について 

令和６年４月～令和７年３月までの間、各地域の廃棄物対策協議会による監視パトロー

ルなどによって確認された不法投棄の状況、及び撤去実績は、以下のとおりである。 

 

１ 令和６年度中の状況と近年の推移 
 

（１）新規確認 

○  新規確認の不法投棄量は 100ｔ（対前年度比 76.9％減）であり、不法投棄箇所数  

は 1,050 箇所（対前年度比 4.9％増）である。 

○  投棄量は、昨年度と比べ減少した。 

○  投棄箇所数は、近年微増傾向にある。  

 
 

（２）撤去 

○  撤去量は 38ｔ(対前年度比 91.8％減）であり、撤去箇所数は、856 箇所（対前年   

度比 13.7％減)である。 

 

    

 

 

 

 

   

 

 

   

    

 

   

   

 



 

 

（３）年度末の状況 

○  残存している不法投棄量は 604ｔ（対前年度比 11.4％増）であり、投棄箇所数は 

１,960 箇所（対前年度比 11.0％増）である。 

○  残存箇所数及び残存投棄量は昨年度と比べて増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和６年度中の廃棄物の種類別状況 

○  新規確認した廃棄物の種類は、投棄量では一般廃棄物が 41ｔ(構成比 41.0％)、産

業廃棄物が59ｔ(同59.0％)であり、投棄箇所では一般廃棄物1,023箇所(同97.4％)、

産業廃棄物が 27 箇所(同 2.6％)となっている。 

○  撤去された廃棄物の種類は、撤去量では一般廃棄物が 21ｔ(構成比 55.3％)、産業

廃棄物が 17ｔ(同 44.7％)であり、撤去箇所では一般廃棄物が 839 箇所(同 98.0％)、

産業廃棄物が 17 箇所(同 2.0％)となっている。 

○  残存している廃棄物の種類は、投棄量では一般廃棄物が 334ｔ(構成比 54.8％)、産

業廃棄物が 269ｔ(構成比 44.6％)であり、投棄箇所では一般廃棄物が 1,774 箇所(構

成比 90.5％)、産業廃棄物が 186 箇所(構成比 9.5％)となっている。 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 令和６年度中の林務環境事務所別の状況 
 ○ 新規確認について、新規確認量は中北が 60.0％と最も多く、箇所数は峡東が

37.3％、富士・東部が 33.1％、中北が 20.4％、峡南が 9.1％となっている。 
○ 撤去について、撤去量は富士・東部が 55.6％と最も多く、箇所数は、峡東が

45.6％、富士・東部が 36.9％、峡南が 8.9％、中北が 8.6％となっている。 
○ 残存投棄量のうち富士・東部が38.7％と多く、残存投棄箇所は峡南が29.1％、中北

が 28.4％、富士・東部が 25.0％、峡東が 17.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（参考１）一般廃棄物・産業廃棄物別 新規確認について 

① 一般廃棄物 

 

 

② 産業廃棄物 

 

 

 

 



 

 

（参考２）一般廃棄物・産業廃棄物別 撤去について 

① 一般廃棄物 

 

② 産業廃棄物 

 

 

 



 

 

（参考３）一般廃棄物・産業廃棄物別 年度末の状況につて 

 ① 一般廃棄物 

 

 

③ 産業廃棄物 

 

 



 

 

（資料） 

 

 

 


